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　「心電図が読めるようになるにはどうした
らよいですか？」という質問はいつの時代に
もある．小生が現役時代，医学生や研修医諸
君に答えていたことは，「まず何でもよいか
ら一通り心電図の本を読んで基本的事項を
理解し，その後は一例一例の心電図を読んで
専門家に教えてもらう」であった．本書の編
者はまさに同じことを序文で述べている．し
かし周囲に心電図の専門家が必ずしもいる
とは限らない．そのような場合どうすればよ
いか？　この難題に応えてくれるのが本書
である．心臓血管研究所の山下武志先生とそ
の 5人のお弟子さんの手で上梓された．
　基礎編（小手調べ）7例，実践編（いよいよ
本番）43例の計 50例から成る．まず簡単な
病歴と心電図が提示され，多肢選択形式で質
問に対する回答を読者が考えるという形式
である．解答としては心電図所見の場合もあ
れば，疾患名の場合もある．解説では心電図
所見がていねい（重要な部分にはアンダーラ
イン）に説明され，必要に応じて胸部 X線写
真，冠動脈造影，心エコー図などが示され，
読者の理解を容易にする工夫がされている．
心電図や，提示されている画像は鮮明で見や
すい．解説に続いて Learning Pointとして，
その心電図所見で注意すべき要点が示され，
最後に深く学びたい読者のために参考文献
が引用されている．本編に続いて逆引き疾患
目次があり，心電図所見，疾患名から検索で
きるようになっている．最後に Learning 
Pointのまとめが 50例分示され，心電図所見
のカルテへの記載例が英語で示されている．
痒いところに手が届く工夫が随所になされ
ている．

　本書を通読すれば代表的な心電図所見，不
整脈，疾患が網羅的に学べる．甲状腺機能亢
進症や気胸など臨床現場でしばしば遭遇す
る疾患についても取り上げられており，一昔
前には想像できなかった新型コロナウイル
スワクチン接種後の副作用や心房細動既往
例のAI診断などup-to-dateな話題も取り上
げられている．AIによる心房細動既往例の診
断では 4症例が提示されているが，まったく
お手上げであった．AIが重要と判断した心電
図所見のなかには，これまでの知識でなるほ
どと思わせられるものもあるが，心房細動発
生とどう結びつくのか理解に苦しむものも
ある．今後，心電図の AI診断が普及してく
るのであろう．
　心電図に関して基礎的な知識をもってお
り，さらに臨床的な心電図判読力を増したい
と願っている若手医師，医学生に本書を薦め
たい．通読するもよし，折に触れて（受けも
ち患者さんの疾患に応じて）ひもとくもよ
し．全国どこにいても，あたかも心臓血管研
究所で山下先生から心電図判読スキルを学
べることができる，このような本を企画し形
にまとめ上げた編者，著者，そして出版社に
敬意を表したい．
　最後に 1つだけお願いをしたい．提示され
ている心電図はきれいであるが，惜しむらく
は一部の心電図では上下の胸部誘導の QRS
波が重なっていて見にくい．版を改める機会
があれば，ぜひとも感度が半分の記録も並列
して提示していただきたい．30年以上前に
山下先生に心電図判読を少しばかり教えた
ことのある先輩からのお願いである．
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